
作品番号：02600079

作品タイトル：椿双鶴鏡　（阿須賀神社伝来古神宝類のうち）

作家：

キャプション：白銅製,１面,   　熊野十二社と阿須賀宮の神宝中には、手箱内の鏡箱に添う鏡と、現状で手箱に伴わない鏡、計18面の小型鏡が伝来する。これらは、白銅質で文様のシャープな鏡群と、灰色味を帯びた銅質で文様表現がやや古様な鏡群に大別される。本鏡は、後者の特徴を持ち、松椿蒔絵手箱（I甲69-19）に納められていた。手箱と鏡箱の意匠や法量を対照すると、本来は両群の鏡が各々に一揃ずつ同意匠の鏡箱に伴っていた状況が復元される。鎌倉時代の意匠性を引き継ぐ14世紀の鏡の基準作として貴重である。

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：3769px × 3142px

印刷サイズ：27.4cm × 22.8cm

データサイズ：9.9MByte

ファイル形式：JPEG

https://www.artefactoryimages.com/02600079/


